22　兼業に関する規定
第○条（兼　業）

１．従業員は、会社の所定労働時間外に他の仕事を行う場合は事前に「兼業許可願」を提出し、会社に許可を得なければならない。

２．会社は、従業員より提出された「兼業許可願」を精査し、以下の事項について問題がないと判断された場合について許可を与える。

(1)　従業員の会社に対する労務提供に与える影響

(2)　兼業の内容が会社の社会的信用に与える影響

(3)　会社固有の情報が漏えいするなどのリスク

(4)　兼業が会社の利益を損なう可能性

(5)　その他不適当と認められる可能性

３．従業員は前項にて許可された兼業許可願の内容に変更が生じた場合は速やかに会社に報告しなければならない。

４．会社は兼業について都度状況の判断を行い、相応しくないと判断した場合、第２項にて許可した兼業を取り消すことがある。

５．第２項の許可を受けずに行った兼業について発覚した場合、第○条に定める懲戒処分に処する場合がある。
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